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３ 要  旨 

（１）調査農家の繁殖雌牛飼養頭数は、舎飼農家凶が２１頭、一部放牧農家（Ｂ）が２０頭、時間制限放牧農

家に（Ｃ）が２６頭、終日放牧農家（Ｄ）が４０頭てある。 

（２）繁殖雌牛１頭当り年間飼養管理時間は、舎飼農家１２４時間に比較し、一部放牧及ひ時間制限放牧農

家ては１０１時間、１０７時間とやや少なかったが、労働時間の大幅な削減は認められなかった。一方、終日

放牧農家ては、年３２時間と極めて省力的てあった。 

（３）繁殖雌牛１頭当り経営費は、最大が舎飼農家の２８７千円、最少が終日放牧農家の１７７千円であり、

そのうち購入飼料費が全体の４割から５割を占めた。また、飼養形態別の購入粗飼料費は舎飼農家が５８

千円てあったが、全面開放を行っている２戸の農家ては平均２１千円と６割少なかった。 

（４）繁殖雌牛１頭当りの所得は、子牛販売価格及び子牛生産率の高い農家２戸（舎飼及び一部放牧農家）

で１６８千円、１６９千円と高かった。 

  一方、終日放牧農家は規模拡大により育成牛が６．７頭と多く、かつ販売価格が低いことから所得は５８

千円と低いが、省力的な飼養管理により１日当り家族労働報酬は１４千円と高く労働生産性が優れていた。

しかしながら、この農家における出荷牛の成績は、日齢体重が去勢０．８１ｋｇ、雄０８２ｋｇと最も小さく、販売

価格、生体価格とも低かった。 

  以上、終日放牧は省力効果が大きく低コストてあることが示されたが、調査事例では子牛販売価格の低

いことが問題となっていた。終日放牧経営における収益性を向上させるためには、子牛の資質向上及び終

日放牧牛の子牛育成技術の確立が求められる。


